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今月のテクノスコープ記事はキャンプ用品に利用されている
チタン材料がテーマです。チタンのクラーク数は10番目で、金
属では4番目なので、地球では埋蔵量は多い元素です。しか
し、チタンは酸素との親和力が強いので、発見されてから酸化
物の原料から精錬技術を確立するのに時間を要したようで、記
事にもあるように工業的に利用できるようになってからの歴史
も浅い金属素材のようです。

その優れた比強度や、高い耐食性を持つ特性から、航空・宇
宙分野で利用される材料であったので、ひと昔前では、珍し
い・貴重な材料のイメージでした。最近では一般製品への利用

も拡大して、私個人の身の回りでも、眼鏡フレーム、カメラ筐
体、ゴルフクラブのヘッドなどを見つけることができて、日常
生活においても、軽さと強さの特徴を生かした製品として使わ
れていることがわかります。キャンプ用品にも広く使われるよ
うになり、さらに身近な素材になったことを感じます。

記事で紹介されたようなキャンプ用品を改めて見てみると、
素材やカラーリングの色合いとともに、携帯性や機能がよく考
えられた形状をしており、スタイリッシュで格好良いです。チ
タン製のキャンプ用品もそろえて、キャンプやアウトドア料理
を楽しまれてはいかがでしょうか。　　　　　　　　  （H. T.）
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従来の多孔式溶剤ユニット メンテ性に優れた六角ノズルヘッドユニット

SIMAX 5 : 大容量型酸素用 SIMAX 8 : 大容量型酸素用 DEMAX 5 : 大容量型燃料ガス用

LG/GRM/S : 切断酸素用 LG/GRM D : 燃料ガス用 LG/GRM : 加熱酸素用
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